
兼
観
の
亜
細
亜
遠
征
の
成
銭
,I)今
後
の
計
丑畢
H
･F
･
オ

スポーン
)

此
の
遠
征
の
地
質
軍
的
､
古
生
物
単
的
の
仕
事
は

7

九
二
二
年
に
大
概
出
来
上
-
､
引
蒔
き
翌

叫
九
二
三
年

に
補
ほ
れ
た
の
で
あ
る
が
､
そ
れ
は
オ
ブ
ル
チ
ェ
ア
の

ゴ
ビ
系
を
下
部
白
菜
瀞
か
ら
最
上
部
第
三
紀
静
ま
で
の

各
層
に
分
け
る
こ
亡
で
あ
っ
た
0
地
質
尊
者
'
地
形
聾

者
及
び
四
人
の
古
生
物
畢
者
は
絶
え
ず
舶
提
携
し
て
曲

の
調
査
に
従
事
し
た
｡
麓
婁
花
教
鬼
が
急
速
に
引
き
商

い
で
行
は
れ
た
の
は
金
-
此
等
の
熟
放
し
た
野
外
地
質

畢
著
ビ
野
外
古
生
物
単
著
蓮
の
協
力
の
結
果
で
あ
る
｡

プ
ロ
･L
セ
ラ
･L
ブ
ブ
ス
鞘
に
関
す
る

一
九
二
三
年
投

の
調
査
の
飴
英
'
此
の
樽
は
他
罪
中
で
教
も
豊
宵
な
又

著
し
い
倉
恐
離
衛
で
あ
る
こ
亡
が
判
っ
た
｡
此
の
中
か

ら
出
た
の
は
目
下
鮮
明
の
恐
龍
の
卵
が
七
群
'
モ
ン
タ

ナ
か
ら
出
る
至
大
tIt角
の
あ
る
恐
龍
の
親
先
に
督
る
ブ

ロト
セ
ラ
･1
タ
ブ
ス
の
蔚
蓋
骨
が
七
十

1
榊
/̂J
若
干
の

骨
格

.
三
伯
の
新
し
い
肉
食
性
恐
郡
の

VC

1.

cirapt.
r}

0
vi
raptor
及
び

S
aurornith
oides
で
あ
る
｡

都

令
十

叫
個
の
iii要
程
合
化
石
帯
が

l
九
二
二
年
度

に
際
見
さ
れ
'

1
九
二
三
年
に
は
第
十
二
帯
が
費
見
さ

れ
た
.
次
に
上
か
ら
順
に
記
載
す
る
O

瀞

名

洪

街

静

上
部
鮮
新
暦

中

新

暦
(?
)

下
部
中
新
暦

漸

新

暦

場

所

Olan及
D
isk
e

H
ung
K
u
re
h
(
二
〇
〇
〇
択
)

P

ang
欝
ang
(五
〇
〇
択
)

L

o
b

ll
sanda
G
ot(三
〇
〇
〇
択
)

米
国
の
正
馴
正
塩
純
の
成
続
ミ
今
後
の
計
整

化

石

名

エ

レ
ア
ア
ス
､
尿

鹿
､
H
ip
p
arion.
膳
廉
､
海
視
.

マ
ス
ト
ド
ン

O
ch
otona
に
近
R,J商
薗
頻
の
顎
骨

俳
図
の
下
部
中
新
暦
の
も
の
に
近
き
腰
的
の
マ
ス
ト
ド
ン
.

犀
科
動
物

宜
.大
な
る

B
altlChitheriu
m
g1.ailg
eri.
食
肉
顛
七
番
薗
耕
､

責

屯

Jtt七



下
部
漸
新
暦

H
o
ul
djin

A

r
°)
Tn

O
h
o
(

五
〇
〇
択
)

壁

二
審

.節
三
幼

柔

粥

三
<

食虚数
十

九
屈

(傭
問
及
び
や

タ

キ
ー
の
も
の
に
似
る
)
'
年

額
'鹿
炉
'
勝
頼

Botuchitherhlm

俳
観
の
燐
次
土
層
の
も
の
に
近
似
せ
る
も
の
∴
即
ち

C
adurc･

od
lel･iu
m
,
S
ch
izoth
eriu
m,C
yn
o
d
ictis)
E
u

m
erg
z
(多
分
廃

上
部
始
新
暦

下
部
姉
新
暦

上
部
白
壁
暦

鹿
利
の
風
発
)

Shlra
M
u
ru
n
(三
〇
〇
択
)

北
ワ
イ
オ
,,,
ソ
グ
及
び
筒
ダ

コ
ク
の
も
の
に
近
似
せ
る
晒
乳

頼
p
帥
ち
P
l･Oti
tan.
th
eriu
m
(北
ユ
ク
ー
の
種
h
)殆
で
同

一
)

長
脚
の

A

cer
atherium
及
他
の
痛

乳
類

Il･din
M
anh
a
(五
〇
択
)

Ⅴ
グ
キ
ー

山
地
の
上
部
始
新
暦
の
も
の
に
酷
似

せ
る
も
の
豊

氾
濫
平
原
を
な
す

富
'
即
ち
食
肉
類
.
食
曲
板
.
各
種
の
無
法
歎
科
'
及
び
小

型
の

L
op
h
io
d
ont
の
大
群
O
此
他

A
ndrew
sarch
os
L･i
る

宜
大
原
的
食
肉
勧
物
及

E
nd
in
.cei･aS
ビ
揮
す
る
新
し
き
恐

角
東
(din
ocera
ta)

A
rsh
an
to

小
型

L
op
hio
dont
多
し

(
h
･d
in
M

anha
の
底
部
)

G
ash
ltO
(
外
見
上
､
下
部
飴
新
暦
)
(
二
〇
〇
択
)

Iren
D
a
b
usu
二

五
〇
択
)

中
型

Ig
nar10d
oh-

及
び
鳥
形
恐
翫

D
jadoch
tl(五
〇
〇
択
)

原
的
恐
報
(Pr
o
to
n
e
i･atO
PS)
及
び
三
種
の
小
肉
食
性
恐
郡
.

Protoceratops
and1.eW
Si
膳
､
即
ち

V
elo
ciraptoru
p
,ira
ptor
(小
型
ー
鳥
形
に
し
て
､
恐



7
部
風
成

龍
の
卵
押
上
に
乗
れ
る
の
を
撥
且
し
た
)
及

Saurornitho
id
e
s

七
群
の
卵
は
全
部
本
瀞
中
に
債
鬼
さ
れ
其
組
数
三
十
五
個

あ

っ
た
｡
其
中
の

一
群
中
に
多
分
ブ
ロ
ー
セ
ラ
ト
タ
ブ
ス
の
胎

生
骨
格
ら
し
さ
も
の
あ
-
｡
斯
-
し
て
此
の
一原
的
に
し
て
角

を
有
せ
る
悪
報
の
卵
よ
-
成
熟
期
に
至
る
衛
生
の
各
階
段
が

判
明
し
.
始
め
て
恐
龍
の
個
髄
僚
生
が
知
れ
る
｡

下
部
自
重
暦

O
n
d
ai
S
a
ir
(五
〇
〇
択
)

P
r.d
Lm
ailO
do
n

m
･n
goliense
(小
型
の
葉
食
恐
寵
に
し
て
p

英
国
ク
ヰ
ル
デ

ソ
の

H
)
,･psiloph
on
fo
x
i
に
臥
た
も
の
女

昆
虫
を

食
め
る
薄
来
貢
岩
あ
-
.

o
shih
(A

shile)
二
五
〇
〇
択
)小
型
の
廃

が
駒
曲
の
如
き
禽
部
類

(JbgUanOdont)
な
る
P
siiLt･

a
cosau
rus
m
ong
olliensisP
瀧
脚
頻

の

A
siatoSau
ruS
及
び

少
-
yJ
も
十
二
の
新
倉
化
石
糟
を
代
表
す
る
上
記
の

十
五
暦
に
於
て
.
欧
米
の
顧

乳
動
物
が
中
部
亜
細
亜
に

歎
脚
東
の

P
rodeinod
.n

及
び
多
-
の
科

が
全
部
中
部
亜
帥
重
に
存
在
し
た
ビ
い

ふ
こ
だ
が
澄
明
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡
嘱
乳
費
に
開
す

敬
生
し
た
ど
い
ふ
単
龍
を
駿
め
す
此
の
接
種
の
よ

す
的

は
蓮
せ
ら
れ
･e
わ
け
で
あ
る
｡

一
八
九
〇
年

に
余

(
オ

ス
ポ

ー

ン
)
が
琴
富
し
た
迫
-

南
米
に
出
現
し

た
と

1
股
に
認
め
ら
れ
る
目
及
び
恵
弗

利
加
に
敬
生
し
た
四
つ
の
目
.
即
ち
養
鼻
轍
､
擬
鼠
東

海
年
額
及
び
博
の
有
る
鯨
を
険
-
将
乳
軸
の
大
き
な
日

光
閥
の
延
納
誼
洩
征
の
成
拭
TJ
今
後
の
計
鑑

る
琴
言
が
確
詮
さ
れ
た
ぼ
か
-
で
な
-
､
中
部
亜
細
亜

高
原
は
恐
範
E
L
で
知
ら
れ
る
陸
棲
鷹
鹿
頻
の
大

き
な

部
蹄
の
進
化
ビ
分
散
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
YJ
が
判

っ

た
O亜

細
亜
の
此
の
高
原
は
更
に
原
人
の
馨
生
地
で
あ
る

J

C
琴

自
す
る
こ
と
が
出
凍
る
が
.
僻
叔
頻
p
岬
乳
殖
及

天

山

三
九



柚

球

び
人
数

の
J*
生
常
時
の
該
地
方
の
地
文
状
態
は
虞
澗
な

蒜

森
林
で
蔽
は
れ
た
サ
ブ
ア
ナ
(savaIm
lh
)
式
の
隆

起
地
域
で
あ
っ
た
｡
生
存
助
辞
は
激
烈
を
棲

め
,
其
の

飴
果
'
適
臆
的
の
大
慶
化
が
行
ほ
れ
た
O

五

二
三
年
度
に
は
､
前
年
ビ
違

っ
て
､
既
に
聴
児

し
た
蓬
聾
地
膚
の
中
の
立
居
如
ち

Iren
D

abasu
,I
i･di･n

･W
ln
ha,S
hl･l･a
M
u
ru
n,
A
rJy
n

O
bo
及
び

Djadochta

を

十
分
に
探
検
し

た
)
曲
等
の
犀
は
何
れ
も
非
常

に
保

存
の
良

い化
石
を
多
畳
に
塵
す
る
｡

此
等
の
化
石
は
目

下
~
博
物
街
に
於
で
'
オ
ス
ポ
ー
ン
p

マ
リ
ク
P
グ
ラ

ン
デ
ヤ
ー
及
び

グ
レ
ゴ
.リ
イ

が

A
m
erican
芦

l.Scum

N

ovi
tates
に
像
報
ビ
し
て
､

N
atura
l
H
isto
ry
及

び

A
s
ia
に
通
俗
的
に
記
載
中
で
あ
る

｡

化
石
の
骨
や
卵
､殊
に
ブ
ロ
ー
セ
ラ
ト
ク
ブ
ス

苗
の
も

の
､
保
存
の
完
全
な
こ
と
は
賓
に
前
代
未
聞
で
あ
る
J

O
virap
t.r
ph
ilo
ceratop
s
だ
い
ふ
小
動
物

(此
の
名
は

セ
ラ
ト
タ
ブ
ス
の
卵
を
好
む
卵
漆
戚
ビ
い
ふ
意
)
が

7

っ
の
農
の
上
に
僚
見
さ
れ
た
が
p
此
の
陸
棲
恐
龍
は
串

間
止
盆
-
新
し
い
-
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
其
の
時
代
の

地
静
が
碓
氷
散
離
し
た
海
岸
性
洗
寂
静
以
外
に
は
知
ら

第
三
各

節
三
助

莱

(

凶

0

れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
O

麓
三
回
斑
帥
葦
探
険
の
最
初
の
計
憲
で
は
二

九
二

六
年
に
北
西
減
及
多
分
支
那
簡
-
ル
･キ
ス
タ
ン
の
未
探

検
の
部
分
を
掛
沓
し
て
終
る
こ
E
に
11
つ
て
層
た
｡
然

る
に
蒙
古
に
於
け
る
費
鬼
は
計
豊
の
鼻
糞
を
鎗
儀
な
く

せ
し
め
た
｡

ア
ン
ド
リ
ク
ス
氏
の
活
写

の
る
指
揮
の
下

に
二

九
二
二
年
の
十

一
月
か
ら
､
倉
衆
厩
の
4
な
都

市
で
新
た
に
科
学
運
動
並
に
碁
財
運
動
が
行
ほ
れ
た
O

其
の
胎
華

7
九
二
四
年
よ
-
五
箇
年
以
上
遠
征
を
機

番
せ
し
む

べ
き
寄
附
金
を
得
た
0
線
額
二
十
五
常
四
千

弗
も
集
-
p
其
止
に
二
十
'<
州
か
ら
二
軍

二
十
五
人
の

寄
附
申
込
者
が
出
た
｡

遠
征
隊
は
元
の
隊
員
に
新
に
カ
リ
フ
ォ

ル

ニ

ア
大
串

の
畜

生
植
物
単
著
チ
ャ
ネ
イ
博
士
及
博
物
館
本
部
の
考

古
単
著
ネ
ル
ソ
ン
博
士
を
加

へ
て
'
蒙
古
に
踊
る
筈
で

あ
る
.
光
臨
に
於
け
る
数
ヶ
月
の
運
動
を
結
っ
て
ア
ン

ド

リ
ク
ス
氏
は
北
京

へ
蹄
つ
だ
が
'

7
九
二
五
年
五
月

に
爾
蒙
舌
の
根
接
地

へ
着
-
早
-
に
､
十
二
月
張
家
口

を
出
資
さ
す
飼
め
に
二
有
珠
の
駆
暁
隊
の
用
意
を
す
る

管
で
あ
る
｡
此
の
根
櫨
地
か
-
北
方
に
､
南
西
に
ー
未



珠
槍
の
地
方
に
ー

1
九
二
二
年
開
放
胤
の
璃
行
を
す
る
仙苛

で
あ
る
｡
調
査
中
は
塩
紬
亜
叉
は
歓
洲
の
高
原
上
に
八

敗

の
第

三
紀
に
於
け
る
風
光
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

ど
い
ふ
オ
ス
ポ
ー
ン
の
新
し
い
寵
を
碓
め
る
兼
め
に
.

上
部
籍
王
妃
静
は
十

分
珪
意

洗
-

探
険
さ
れ
る
笠

で
あ

る
.

遠

征

の

最
終
の
出

版

物
は

｢
産
着
ビ
支
那
｣
ビ
題
す

る
叢

書

ど

な
っ
て

現
は

れ

る
｡
其

第

1
怨

に

は

ア
ン
ド

ク
ウ
ス
が
遠
征
の
物
語
を
普
-
笠

で
.

.Jq
I
ケ

･･
,̂
｣

モ

ー
リ
ス
の

地

質

軍

的

､
地

形

軍

的

観

察

だ
研

究

を

牧

む

べ
き
第

二
幕

は

目

下

準

輪

中

で

あ

る
O

ハ
完

こ
凶
年
十
月

四
日

N
ltu
re
松
下
抄
縛
)

E

～
ノーーノし､ノ～-
∫)＼享

ノー1-
----1-
ノ～
-ノし-～′1
1
-
I
-1･I
I､
1
-1I
I1ノー一

〇
文

筆

は

現

は

飢

死

地

理

撃

本
誌
に
迩
搬
さ
れ
て
榊
ろ
加
舟
先
攻
雪

支
那
小
説
の
地
讐

で
明
か
な
枕

に
､
或
ろ
文
雄
脅
代
地
挑
蜂
的
隷
質
に
筋
ん
で
ゐ
て
､
人
北
に
報
い
怒
鵜

6
1み
ろ
地
球
米
田
り
地
方
的
嬰
恵
み
却
っ
て
離
門
地

靴鎮
静
よ
り
も
明
か

に
洞
終
す
る
り
で
あ
る
O
,
'の
方
向
の
文
献
か
ア
メ

-
カの
地
=i
選
評
諭

の
甜
串
に
よ
っ
て
二
三
轟
け
て
見
ろ
｡

1･,
i-
讐

地
理
鵜
韓
及
川

且亮内
｣

(
fI･
R

M
ili
:
G
uid
e
.to
G
eo,rrraph
ic
al
B

.ok
s
and

App
tican
ces】

i
.n
d
.n3
I9
19
)
-こ
け
教
育
上
地

蹴
鞠
的
小
間
に
庶
政
的
小
祝

,Jt同
様
･1

u-カ
ルカ
ラ
ー

偶帳
の
み
ろ
も
の
で
あ
る
-

な
就
さ
､
数
多
さ
小
説
の
巾
で
湖
に
地
方
色

雅
樹
の
誼
諮1月
誼
遠
征
の
成
餌
･ZJ
今
後
り
計
諜

ね
如
托
し
て
ゐ
ろ
-
¢

1,明瞭
_こ
抽
刑
撰
的
で
あ
る
-
り
寸｣も.
分
ち
且
つ

地
租
韓
的
小
説
の
収
良
の

-り
に
つ
き
論
じ
て
め
る

寸,い
ふ

‥

TJ
で

あ

る
｡
ホ
ク
ー
ト
ン
放
け
｢
地
槻
斑
的
脱
ハ味
わ
有
す
る
小
説
及
文
雄
啓
日
銀
｣

(ij･
W

h
lrtO
n
=
Sh
olt
L
ist
o
f
N
o
vels
pnd
L
iterlry
W
ol･k
s,1
9
20
)

軸
管

し
て
地

糾愛
好
静
に
止
ま

1
世
界

在
知

ら
ぜ
株
}J
L
ii
O
放
血
叉
_

文
選
に
挟
-‡
ろ
潜
は
遡
求
中
世
紀
の
地
方
色
柾
謝
り
影
響

か
受け
て
細
か

い
地
%
I的
関
越
加
,試
み
ii｡
地
方
色
の
探
求
_こ
対
し
て
は
y
エ
ー
ム
ス
が

｢
柚
糊
の
統
語
｣
(
W
･
P
･
Tam
es
‥
T
he
L
u
re
of
th
e
M
ap
,
I.o
nd
on
.

79
20
)
11
に
回
白
-
論
じ
て
i
=
ろ
｡斑
際
地
方
紙
収
に
し
て
色
彩
な

き
も
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